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　このたびは、ワイヤレスユニットＨＲＦ－３００をお買い上げいただき誠にあり
がとうございます。

　本機は、ＶＨＦ／ＵＨＦ帯の電波を利用し、ＴＴＬレベルによるシリアルデータ
を全二重で通信ができるワイヤレスユニットです。

　主に、稼働率計などをはじめとする弊社製無線応用機器にオプションとして組み
込みできるほか、機器組み込み用データ通信ユニットとして幅広く利用できます。
　本機の特長は、使用するアンテナに合わせてＲＦ出力調整ができることです。
　受信部にはスケルチ回路を搭載していますので、使用状況に応じてスケルチの調
整が可能です。
　又、最高４８００ｂｐｓまでのデータ復調回路を内蔵していますので、ＴＴＬレ
ベルの受信データをそのまま取り出すことができます。
　さらに、ＡＦ　ＯＵＴ端子より、受信したアナログ信号が直接取り出せるので、
外付け復調回路などを接続することができます。

１．はじめに

ＨＲＦ－３００

－２－



２．各部の名称とはたらき

①②③④

⑤

⑧ ⑦

⑥

－３－

⑥

⑨

上面図

下面図

正面図

①ＰＷランプ　　　　　　　　：電源（ＤＣ５Ｖ）を供給したとき点灯します。

②ＴＸＤランプ　　　　　　　：ＴＸＤ端子に供給された送信データの状態を表し
　　　　　　　　　　　　　　　ます。信号が”Ｈ”レベルで点灯し、”Ｌ”レベ
　　　　　　　　　　　　　　　ルで消灯します。

③ＲＸＤランプ　　　　　　　：ＲＸＤ端子に出力される受信データの状態を表し
　　　　　　　　　　　　　　　ます。
　　　　　　　　　　　　　　　受信データが”Ｈ”レベルで点灯し、”Ｌ”レベ
　　　　　　　　　　　　　　　ルで消灯します。

④ＣＤランプ                :キャリア（電波）の受信状態を表します。
　　　　　　　　　　　　　　　本機のＣＤ（ｷｬﾘｱﾃﾞｨﾃｸﾄ）は、無線電波の有無を
　　　　　　　　　　　　　　　検出しています。相手キャリア（電波）を受信し
　　　　　　　　　　　　　　　ている時はＣＤランプは点灯し、そうでないとき
　　　　　　　　　　　　　　　は消灯します。
　　　　　　　　　　　　　　　だだし、スケルチを開放状態で使用している場合
　　　　　　　　　　　　　　　は、点灯したままとなります。スケルチ調整につ
　　　　　　　　　　　　　　　いてをご参照下さい。　　　（２０ページ）

　　



２．各部の名称とはたらき

－４－

⑤ＲＦ入出力端子　　　　　　：アンテナを取付けます。コネクタはＢＮＣ型なの
　　　　　　　　　　　　　　　でＢＮＣコネクタを使えば同軸ケーブルが接続で
　　　　　　　　　　　　　　　きます。アンテナインピーダンスは５０Ωです。

⑥固定用ネジ取付け穴　　　　：取付け穴間隔は７７ｍｍです。締め付けにはＭ３
　　　　　　　　　　　　　　　ビスを用いて下さい。詳細は寸法図を参照して下
　　　　　　　　　　　　　　　さい。　　　　　　　　　　　　（９ページ）

⑦スケルチ調整用ボリューム　：スケルチを調整する場合に使用します。
　　　　　　　　　　　　　　　スケルチ調整についてをご参照下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０ページ）

⑧ＲＦ出力調整用ボリューム　：ＲＦ出力を調整する場合に使用します。
　　　　　　　　　　　　　　　ＲＦ出力調整についてをご参照下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９ページ）

⑨遅延スイッチ　　　　　　　：ＲＴＳ－ＣＴＳループバック遅延回路のスイッチ
です。　　　　　　　　　　　　送信待ち時間についてをご参照下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１４ページ）
　　　　　　　　　　　　　　　ただし、接続機器側で本機のＣＴＳ端子を検出し
　　　　　　　　　　　　　　　ていない場合は意味を持ちません。出荷時設定は
　　　　　　　　　　　　　　　ＯＦＦです。



３．インターフェース

－５－

カードエッジ端子の内容と使い方

１０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

２０ １９ １８ １７ １６ １５ １４ １３ １２ １１

上面

下面

上面

カードエッジコネクタ端子図

１．ＧＮＤ

２．ＶＣＣ

３．ＴＸＤ

４．ＲＸＤ

５．ＲＴＳ

６．ＣＴＳ

：主に電源を供給する際の接地として使用します。
　１１番を使用してもかまいません。

：ＤＣ５Ｖの電源を接続します。仕様の電流容量に
　注意し、十分安定化された電源を接続して下さ　
　い。１２番を使用してもかまいません。

：送信データの入力端子です。通常、信号用接地は
　１３番を用います。

：受信データの出力端子です。通常、信号用接地は
　１４番を用います。

：送信要求する時の入力端子です。”Ｈ”レベルで
　キャリア（電波）を出します。この端子をＶｃｃ
　に接続するとキャリアは出たままになります。

：送信可を表す出力端子です。だだし、ＣＴＳがＯ
　ＦＦの場合は、ＲＴＳの単純なループバックにな
　りますので注意が必要です。



３．インターフェース

－６－

１５．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

１６．ＡＦ　ＯＵＴ ：ＦＭ復調された低周波（アナログ）信号がそのまま取り
　出せます。また、外付けのデータ復調回路等を設けるこ
　とができます。

１７．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

１８．ＧＮＤ ：低周波（アナログ）信号接地です。

１０．ＧＮＤ ：フレーム接地用です。ユニット本体のアースをとる時に
　使用します。電源用の接地には使用できません。

１１．ＧＮＤ ：主に電源を供給する際の接地として使用します。１番を
　使用してもかまいません。

１２．Ｖｃｃ ：ＤＣ５Vの電源を接続します。仕様の電流容量に注意し
　十分安定化された電源を接続して下さい。２番を使用し
　てもかまいません。

１３．ＧＮＤ ：デジタル信号用設置です。通常、送信データの接地用と
　して用います。

１４．ＧＮＤ ：デジタル信号用接地です。通常、受信データの接地用と
　して用います。

１９．ＣＤ ：キャリアディテクト出力。スケルチが開いた時、出力　
　が”Ｈ”レベルになります。ＣＤランプと連動します。

２０．（ＧＮＤ） ：特殊用途。何も接続しないで下さい。

７．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

８．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

：何も接続しないで下さい。９．内部使用



４．入出力回路図

－７－

　以下に、信号入出力部の回路を示します。図中の□内の数字は各端子番号を表し
ます。機能は、「１０．インターフェース」を参照して下さい。
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５．仕様

－８－

項目 仕様 備考

送信周波数
260.45～264.85 MHz 1波を使用

1波を使用

受信周波数
312.45～316.85 MHz 1波を使用

変調方式

260.45～264.85 MHz 1波を使用

変調速度

直接ＦＳＫ 　

変調極性

４８００ｂｐｓ 　

復調極性

正

　

入出力論理レベル

正

ＡＦ ＯＵＴは負極性

受信部形式

ＴＴＬレベル 　

送信部形式

水晶発振固定チャネル式
ダブルスーパーヘテロダイン

　

アンテナ
インピーダンス

水晶発振固定チャネル式
周波数逓倍方式

　

電源電圧

５０Ω

　

消費電流

ＤＣ５Ｖ±１０％

６０ｍＡ以下

　

使用環境

４５ｍＡ以下

　－１０～＋５０℃

　２５％～８５％

結露なきこと寸法

重量

８５Ｗ×４０Ｈ×１１２Ｄ

　１３５ｇ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

312.45～316.85 MHz

送受信時

受信時

温度

湿度



６．寸法図

－９－
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７．無線データ通信の概念

－１０－

変調器 無線送信機

送信ユニット２６０ＭＨｚ

復調 無線受信機

受信ユニット３１４ＭＨｚ

送信電波のON/OFF

無線受信機 復調器

受信ユニット２６０ＭＨｚ

無線送信機 変調器

送信ユニット３１４ＭＨｚ

電波

ＢタイプＡタイプ

TXD

RTS

CTS

RXD

GND

TXD

RTS
CTS

GND

RXD

送信電波のON/OFF

 ＨＲＦ－３００の無線による通信は、基本的にＴＸＤ（送信データ），ＲＸＤ
（受信データ）及びＧＮＤ（信号用接地）の三線式で行われます。　
　動作の仕組みは、ＴＸＤ端子に入力された送信データは、内部の無線送信機
によって電波となって無線送信されます。相手側では、その電波を無線受信機
によって受信し、ＲＸＤ端子に受信データとして出力します。
　ＨＲＦ－３００は、無線送信機及び受信機をそれぞれ備えています。しかも
これらが独立して動作しますので、自機が電波を送信中でも、相手からの電波
を受信することができます。つまりデータ送信中にもデータ受信を行える全二
重通信が可能です。
　また、有線方式の場合と異なる点は、相手側に伝えられる情報は送受信デー
タのみで、制御用のＲＴＳ，ＣＴＳなどは相手側に伝えることはできません。
本機に備えられているＲＴＳ，ＣＴＳは、本来の意味ではなく、無線回路の制
御用に使われています。
　制御用のＲＴＳは、本来の送信要求という意味ではなく、無線送信機の起動
スイッチの役目を果たし、制御線のデータとして相手に伝わりません。ＲＴＳ
を”Ｈ”レベルにすると、キャリア（電波）を出します。従って、データ送信
をしたい場合は、必ずＲＴＳを”Ｈ”レベルにする必要があります。
　また、ＣＴＳについても本来の送信可という意味ではなく、ＲＴＳのループ
バックになっています。
　詳細は、この後の動作タイミング及び各注意点をお読み頂き、正しくご使用
下さい。



８．動作タイミング

－１１－

（スケルチ使用時の動作タイミング）

（スケルチ開放時の動作タイミング）

ＲＴＳ

ＣＴＳ

ＣＴＳ

ＴＸＤ

ＣＤ

ＲＸＤ

送
信
側

受
信
側

（遅延スイッチOFF）

（遅延スイッチON）

約５０ｍｓ

30ms以上あける

25ms

０．２５ｍｓ
3～4バイトのゴミ

15ms

ＲＴＳ

ＣＴＳ

ＣＴＳ

ＴＸＤ

送
信
側

受
信
側

（遅延スイッチOFF）

（遅延スイッチON）

約５０ｍｓ

5ms以上あける

連続したゴミ

ＲＸＤ

0.25ms
連続したゴミ



８．動作タイミング

８－１
・スケルチを使用する場合と、スケルチを開放で使う場合とで、主に異なる点
は。

・ＲＴＳを”Ｈ”レベルにしてから、送信データ（ＴＸＤ）の送り込みを開始
できるまでの時間です。　　　　　　　　　　　　　　　　　（１４ページ）
　　　
　　　　　　スケルチ使用時　　　　３０ｍｓｅｃ以上
　　　　　　スケルチ開放時　　　　　５ｍｓｅｃ以上

・スケルチ開放時では、ＣＤは常時”Ｈ”レベル、ＣＤランプ（緑）は点灯し
たままになります。

・スケルチ開放時では、相手（送信側）がキャリア（電波）を出していない時
は、ＲＸＤデータはゴミになります。

　　　　　　　　　　スケルチ調整についてを参照下さい。（２０ページ）

８－２

・ＣＴＳは、ＲＴＳのループバックになっています。遅延スイッチをＯＮにし
た場合、ＲＴＳが”Ｈ”レベルになってから、約５０ｍｓｅｃ遅れてＣＴＳ
が”Ｈ”レベルになります。

・スケルチ使用時とは・・・スケルチ調整用ボリュームを任意の位置に調整
　　　　　　　　　　　　　しスケルチ機能を働かしている状態。

・スケルチ開放時とは・・・スケルチ調整用ボリュームを反時計方向に回し
　　　　　　　　　　　　　きった状態。

－１２－



９－１
・送信待ち時間と遅延スイッチについて
　１対Ｎ（複数）の通信を行う場合には、Ｎ側がキャリア（電波）を出したまま
では混信してしまう為、キャリア（電波）のＯＮ－ＯＦＦを行いながら通信させ
ます。キャリアのＯＮ－ＯＦＦを行う為には、無線送信機のスイッチであるＲＴ
Ｓを、ＯＮ－ＯＦＦする必要があります。
　この時、ＲＴＳを”Ｈ”レベルにしてすぐにデータを送ると、無線通信できる
までの準備期間がかかるため、その間に送ったデータがつぶれてしまいます。
　従って、接続機器側では、ＲＴＳを”Ｈ”レベルにしてからデータを送り出す
までに「送信待ち時間］（ソフトウエアタイマー）を設ける必要があります。そ
の時間は、スケルチ使用時とスケルチ開放時で異なりますので、以下を参考にし
てください。

　　　　　　　スケルチ使用時　　　　　　　　３０ｍｓｅｃ以上
　　　　　　　スケルチ開放時　　　　　　　　　５ｍｓｅｃ以上

　　詳しくは動作タイミングを参照してください。　　　　（１２ページ）

　接続機器側で送信待ち時間を設けられない場合は、本機のＣＴＳを検出する方
法があります。以下にその説明をします。
　本機は、上面に遅延スイッチを設けています。遅延スイッチをＯＮにしている
場合は、ＲＴＳが”Ｈ”レベルになってから、約５０ｍｓｅｃ程度送れてＣＴＳ
が”Ｈ”レベルになります。つまり接続機器側で、ＣＴＳを検出していれば、Ｃ
ＴＳが”Ｈ”レベルになると同時に送信データを送り出すことができます。
　ＣＴＳは、本来［送信可」という意味ですが、以下のことにご注意ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページへつづく）

９．無線通信上の注意点

　送信待ち時間とは・・・ＲＴＳを”Ｈ”レベルにして、無線送信機を起動し
　　　　　　　　　　　　データが通信できるようになるまで待つ時間のこと
　　　　　　　　　　　　を言います。
　　　　　　　　　　　

－１３－



９．無線通信上の注意点

　　遅延スイッチがＯＦＦの時に限っては、本機のＣＴＳはＲＴＳの内容をそ
のまま返してきます。つまりこの場合、ＣＴＳが”Ｈ”レベルになっても、送
信待ち時間は経過していないことになり、この時送信データを送り出しても、
その間のデータが壊れます。

遅延スイッチは・・・本体に内蔵している遅延回路の機能をＯＮ－ＯＦＦ
　　　　　　　　　　するスイッチです。

　遅延回路の時間は確実性を高めるため必要な送信待ち時間より、やや余裕を
もたせてあります。従って、キャリア（電波）のＯＮ－ＯＦＦを頻繁に繰り返
す場合には、接続機器側で待ち時間を設ける時よりも、通信時間の面で不利に
なります。送信待ち時間は、なるべく接続機器側で設けるようにして下さい。

－遅延スイッチ操作方法－

　本スイッチの切り替えは、ソケットを差し替えることによって行えます。ピ
ンセットなどでソケットを持ち上げて外し、目的の場所に差し込んで下さい。

－１４－

OFF ON
ソケット

遅延スイッチ

OFF ON

上面図



９．無線通信上の注意点

９－２．データ誤りについて
　本機は、無線回路にＦＳＫ変・復調回路が付加されているだけの構成です。
バッファやクロック等のタイムベースを持たない代わりに、ＵＳＡＲＴ等（８
２５１等）のデータフォーマットに限らず、ＴＴＬレベルの信号で、４８００
ｂｐｓ以下相当のパルスであれば、符号を選ばず（ＮＲＺ、マンチェスタ等）
伝送することが可能です。本機は、このような自由度を得る為、内部に誤り制
御を行うような機能は持たせていません。通信距離や外来ノイズによる誤り
データ（ゴミ）は、そのままＲＸＤ出力に出てきます。本機と組み合わせる機
器により、必要に応じて誤り検出及び読み捨てや訂正を行って下さい。

９－３．スケルチが閉じる時のノイズについて
　スケルチが閉じる時（ＣＤが”Ｌ”レベルになるとき）は、ＲＸＤ出力にゴ
ミが発生します。ＨＲＦ－３００はＦＭ電波を使用していますので、相手の
キャリア（電波）が切れて、ＣＤが”Ｌ”レベルになるまでの間に、ＦＭ受信
機特有のノイズが発生するためです。従って、そこからあとは読み捨てるな
ど、ゴミまで読み込まない工夫が必要です。

９－４．チャネルについて
　通信には、必ずペアとなる相手の無線ユニットが必要です。
ＨＲＦ－３００は固定チャネル方式ですので、通信するユニットは、それぞれ
チャネルが合ったものを使わなくてはなりません。ＨＲＦ－３００のチャネル
は、ローバンドで送信するものをＡタイプ、ハイバンドで送信するものをＢタ
イプと定めています。従って、１対１の通信を行う場合、必ずＡタイプとＢタ
イプの同一チャネル（数字）のユニットが必要となります。
　例えば、Ａ２０対Ｂ２０，Ａ２２対Ｂ２２など。
チャネルは、本体上面にラベルで表記されています。チャネルの種類について
は、［１６．付録（チャネル表）」を参照下さい。

－１５－



９．無線通信上の注意点

チャネル００～０８及び４４は、送信周波数と受信周波数がお互いに干渉する
為，全二重通信ができません。そのため、このチャネルでの出荷はできなくな
りました。また、ＨＲＦ－３００とＨＲＦ－３００Ｔ又はＨＲＦ－３００Ｒで
の組み合わせについても、全二重通信ができません。

９－５．ＲＸＤの初期値について
　相手からのキャリア（電波）を初めて受信した時、ＲＸＤの出力は、”Ｈ”
レベル又は”Ｌ”レベルのどちらかに保持されますが、特定のレベルにはなら
ないので注意が必要です。例えばＣＤランプが点灯して、相手がデータを送り
出さないでいる時に、ＲＸＤランプが点灯したままになることがありますが、
これはＲＸＤ出力が”Ｈ”レベルで保持されているためです。
　
　例として、シリアルインターフェイスのＵＳＡＲＴ（８２５１等）を用いて
非同期通信を行ったとします。通常スタートビットはマーク状態がスペース状
態で保持されていた場合、スタートビットが判断できなくなります。つまりこ
の場合は、フレーミングエラーを起こすことになります。

　このような時には、ＦＦＨ（スタートビット以外はマーク状態になる）など
のダミーデータを数バイト、データの先頭に付加すると、マーク状態が長く続
き、スタートビットが判断されやすくなります。

－１６－

例）非同期データフォーマット

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

１キャラクタ

データ

ストップビット

ｽﾍﾟｰｽ(0)

ﾏｰｸ(1)

ｽﾀｰﾄ
ﾋﾞｯﾄ

例）ダミーデータの付加

5，6バイトのダミーデータ
　FFHなど

スタート
バイト

データ



１０．使用上の注意点

１０－１．電波の強さについて

　ＨＲＦ－３００を資格や届出なしで運用する場合の電波の強さは、電波法に
定められる微弱電波の範囲内でなければなりません。工場出荷時には，弊社の
ロッドアンテナ（オプション）を直接取り付けた場合，微弱電波の範囲を超え
ない程度の出力レベルに仮セットされています。ユーザー様のご使用になるア
ンテナや使用法等が異なる場合は電界強度を確認の上、ＲＦ出力を調整して違
法運用とならないようにご使用下さい。

１０－２．接続について

　本機の接続には、カードエッジコネクタを用いてください。
使用するカードエッジコネクタは上下の端子から独立して信号の取り出せるも
のを選んでください。（適合品:KEL　1150N-020-009）
カードエッジコネクタの中には、上下の端子が導通しているタイプもありま
す。その様なコネクタを使うと信号端子がショートし、故障する恐れがありま
すので、絶対に使用しないで下さい。

１０－３．取扱いについて

　本機は精密な電子部品でできています。衝撃，振動、ほこり等が多い場所で
の使用は故障の原因になります。十分ご注意下さい。

－１７－



１１．ＲＦ出力調整について

maxmin

ＲＦ出力調整用ボリューム

HRF-300　下面より見た図

　本機のＲＦ出力は、約－４５ｄBｍ～２５ｄBｍ（２５℃時）の範囲で調整できる
ように設計されています。
　微弱電波の場合、３ｍの距離において電界強度が５００μＶ／ｍを超えてはなら
ないと法律によって定められています。（電波法第４条第１号、電波法施行規則第
６条）
　使用されるアンテナによって電界強度は異なる為、ＲＦ出力は一義的に定まりま
せん。
　弊社のロッドアンテナ（オプション）を直接接続した場合、法に定められた電界
強度を超えない程度の（取り付けられるケースによっても異なる為）レベル（－４
３ｄBｍ）に仮セットし、工場出荷されます。

　ご使用になるアンテナや使用方法等が異なる場合、電界強度を確認のうえ、ＲＦ
出力を調整し、違法運用とならないようにご使用下さい。

　調整ボリュームは、時計方向に回すと出力が上がるようになっています。

　※強く回しすぎますとボリュームが壊れ出力が弱くなります。軽く回して止まる
   ところがＭＡＸとなります。

可変範囲

ＭＡＸＭＩＮ

ボリューム

－１８－



１２．スケルチ調整について

１２－１．スケルチ機能
　受信時に相手からの電波（キャリア）が切れたり，相手との距離が離れて電
波が弱くなると、ＦＭ受信機特有のノイズ（ＦＭラジオで、放送のないところ
で発生する、ザーという音と同じ）が増加します。このノイズは、受信データ
（ＲＸＤ）にゴミとなって出力され、接続機器に伝えられます。スケルチは、
このノイズが増加するのを検出して、接続機器に伝わるのを止める働きをしま
す。
　またスケルチ調整とは、どの程度のノイズでスケルチを働かせるのか、その
検出度合いを調整することを言います。

１２－２．スケルチを使う理由
　スケルチを使わなかった場合、相手の電波を何も受信していない時は、接続
機器に連続したゴミが伝えられます。接続機器では、この様なゴミが入って
も、読み捨てることが必要ですが、それでもゴミが伝えられるのは、あまり好
ましくないという場合にスケルチを使います。

１２－３．スケルチを使うにあたって知っておきたいこと　
　スケルチを使うことは、受信感度を犠牲にすることになります。スケルチ調
整位置を深く設定するほど、通信距離が短くなります。
　スケルチはすべてのノイズに対して有効ではありません。例えば、ＦＭ通信
特有のノイズ（ある程度良好な受信状態でも発生する単発的なノイズ）や、不
要輻射ノイズ（周辺機器などから出る外来ノイズなど）に対しては、接続機器
による誤り検出及び読み捨て、訂正などが必要です。

　スケルチを使うとは・・・・・スケルチ調整ボリュームを任意の位置に調整
　　　　　　　　　　　　　　　しスケルチ機能を働かしている状態。

　スケルチを使わないとは・・・スケルチ調整用ボリュームを反時計方向に回
　　　　　　　　　　　　　　　しきった状態。（開放位置のこと）

－１９－



１２．スケルチ調整について

１２－４．スケルチ調整

max

スケルチ調整用ボリューム

HRF-300　下面より見た図

　スケルチ調整を行う場合は、マイナスドライバーなどを使用し、スケルチ調整用
ボリュームを回して調整して下さい。
　アンテナに何も接続しない状態において、ＲＸＤからゴミが出なくなるようにス
ケルチボリュームを開放位置から少しずつ時計方向に回してセットします。
　スケルチは過度に深くセットされた場合、信号とノイズの区別がつかなくなり、
スケルチが開かなくなりますのでご注意下さい。
　スケルチの開閉状態は、ＣＤランプ（緑）により確認できます。ＣＤランプが点
灯している時は、スケルチが開きＲＸＤデータが出力されます。ＣＤランプが消灯
している時は、スケルチが閉じＲＸＤデータは出力されません。

　工場出荷時には、スケルチを使う状態にて仮調整されています。

可変範囲

深浅

ボリューム

－２０－

スケルチ調整用ボリューム

開放位置

浅 深



１３．機器との接続例

機器との接続例

・電源ユニットは、ＤＣ５Ｖが安定して取り出せるものをご使用下さい。

・取り付けの際には、周辺機器や、配線などからのノイズの影響をなるべく受
　けないように工夫して下さい。

・必ずフレーム接地を行ってください。特にフロントパネルはアンテナにとっ
　て接地の役割もはたしています。本機と一体となる筐体に接地することによ
　り、アンテナの効率が向上します。

・カードコネクタ(1150N-020-009)　に刻印されている番号と、本機の端子番
　号とは、全く無関係です。間違わないようにして下さい。

・上記の接続例では、ＣＴＳ(6番)は接続されていません。必要に応じて接続
　して下さい。

－２１－

GND　 RTS 　RXD 　TXD

（ＣＰＵボード等）

接続機器

GND
電源ユニット

+5V

GND

ＨＲＦ－３００

適合カードコネクタ

ケル（株）
1150N-020-009

下面

上面

フロントパネル



【1対Ｎ（複数）通信時の手順例】
１．１対Ｎの通信では、１が親機側、Ｎが子機側となります。また子機側は子機側のＣＰＵによっ　
　て各機器ごとに機器№を決めておきます。
２．どの子機側も自機の機器№を受け取るまでは受信待機を続けます。
３．親機側から子機側を呼び出すには、親機ＣＰＵによって親機のＲＴＳを”Ｈ”レベルにして　　
　キャリアを出し、呼び出す子機側の機器№及びデータを送信します。　　※１
４．親機の電波を受信した子機側は、子機側ＣＰＵによって自機の機器№であるかを判定します。　
　自機の機器№と判断したＣＰＵは子機のＲＴＳを”Ｈ”レベルにし、親機側へデータを送信し　　
ます。データを出し終わったらＲＴＳを”Ｌ”レベルにし子機の電波を止め、受信待機状態に　　戻
します。※２
５．子機側からのデータを処理した親機側は再び次の呼び出しを行います。

　　※１：１対Ｎのとき親機側は通常同一電波を出す無線ユニットが他にないためＲＴＳを”Ｈ”　
　　　　レベルにしたままにします。カード端子の５端子をＶｃｃに接続することによりＲＴＳ　　
　　　を常時ＯＮにすることができます。
　　※２：子機からの電波は1台のみ発射でき、他の子機が同時に電波を発射してはいけません。　　
　　　　電波の混信が生じます。
　　　　　（親機にはＡ機を使用し、子機は同チャネルのＢ機にて統一して下さい。）

１４.通信の仕方

【RTS制御による1対Ｎ（複数）通信】

ＣＰＵ

－２２－

【1対１の通信】
1対１の通信の場合は、同一電波を出すユニットが他にない為、通常RTSは”H”レベルのまま
にします。特に、送信キャリアだけで、データがない状態が続く時などは、RXDにゴミデータ
が出やすくなります。ダミーデータの付加や誤り検出などを行うようにして下さい。

親機

ＣＰＵ

ＣＰＵ

ＣＰＵ

子機　１

子機　２

子機　３

【参考フローチャート】

親機ＣＰＵ

ＲＴＳ”ＯＮ”

３０ｍｓｅｃ以上タイマー
またはＣＴＳのチェック

送信データの先頭に数バイト
のダミーデータ付加

呼び出す子機側の機器№
及びデータ送出開始

子機側からの送信待ち/
子機側からの応答を受信

※１．タイマーは使用状況により設定して下さい。

※２．スタートバイトまでのダミーデータを排除する。

親
機
無
線
ユ
ニ
ッ
ト

ＲＴＳ”ＯＮ”

機器№受信

子
機
無
線
ユ
ニ
ッ
ト

子機ＣＰＵ

親機側へ応答、データ送出

自機の
機器№か

３０ｍｓｅｃ以上タイマー
またはＣＴＳのチェック

送信データの先頭に数バイ
トのダミーデータ付加

約１０ｍｓｅｃタイマー

ＲＴＳ”ＯＦＦ”

※１

※２

※２

※１

Ｎ

Ｙ



１５．故障と思う前に

・電源のつなぎ方が違っていませんか。

・チャネルは合っていますか。
・相手側からの電波は出ていますか。（ＲＴＳ　
　が”Ｈ”レベルでなければならない。）
・スケルチを調整した場合、深くセットしすぎて
　いませんか。

・近くにノイズの発生源があると思われます。
　場所を変えてみるとか、周辺機器の電源を順に
　切ってみてください。
・同一フロア-又は、近くに同じチャネルの電波
　を出していませんか。
・スケルチを開放状態で使う場合は、ＣＤが点灯
　したままになります。異常ではありません。

・通信距離が遠すぎませんか。
・スケルチを調整した場合、深くセットしすぎて
　いませんか。

・近くにノイズの発生源がありませんか。場所を
　変えるなどしてください。
・通信距離が遠すぎませんか。　

　　　

ＰＷランプが点灯しない。

ＣＤランプが点灯しなしい。

相手が電波を出していない
のにＣＤランプが点灯する。

通信中ＣＤランプがちらつき
データが途切れる。

相手からデータが送られてい
ないのにＲＸＤランプがちら
つく。

－２３－



１５．故障と思う前に

○故障で修理が必要な場合はお買い上げの販売店または、弊
　社営業部までご相談下さい。

○この仕様書の内容はは予告なく変更する場合があります。

○運用した結果の影響につきましては責任を負いかねますの
　でご了承下さい。

－２４－

・送信側のＲＴＳは”Ｈ”レベルになっていますか。
・受信側のＣＤランプは点灯していますか。
・通信速度は合っていますか。
・４８００ｂｐｓを超える速度ではありませんか。
・通信手順は合っていますか。

・送信待ち時間を設けてありますか。
・送信待ち時間が短かすぎませんか。
・ダミーデータを付加してありますか。

・ＣＤランプは途切れていませんか。
・通信距離が遠すぎませんか。
・近くにノイズの発生源はありませんか。

・ＣＤランプが消えるまで読み込んでいませんか。

・スケルチを開放で使用する場合は、この様な現象が
　起こりますので、読み捨てることが必要です。相手
　の電波が出ていても距離が離れた場合には同様にな
　ります。
　※スケルチを開放することは、ゴミが出やすい反　
　　面、通信距離をかせげます。

データが相手側に伝わらない。

通信したデータの先頭がつぶれ
る。

データ誤りが時々発生する。

通信したデータの終わりにゴミ
が入る。

相手の電波が切れた時ＲＸＤに
連続したゴミが現れる。



１６．付録（チャネル表）

－２５－

現在、対応可能なチャネルは以下の通り２５種類です。（平成1２年４月現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ＭＨｚ）

送信周波数 受信周波数ﾁｬﾈﾙ

A10

A12

A14

A16

A18

A20

A22

A24

A26

A28

A30

A32

A34

A36

A38

A40

A42

A44

A46

A48

A50

A52

A54

A56

A58

260.45 312.45

260.55

260.65

260.75

260.85

260.95

261.05

261.15

261.25

261.35

261.45

261.55

261.65

261.75

261.85

261.95

262.05

262.15

262.25

262.35

262.45

262.55

262.65

262.75

312.55

312.65

312.75

312.85

312.95

313.05

313.15

313.25

313.35

313.45

313.55

313.65

313.75

313.85

313.95

314.05

314.15

314.25

314.35

314.45

314.55

314.65

314.75

314.85262.85

送信周波数 受信周波数ﾁｬﾈﾙ

B10

B12

B14

B16

B18

B20

B22

B24

B26

B28

B30

B32

B34

B36

B38

B40

B42

B44

B46

B48

B50

B52

B54

B56

B58

312.45

312.55

312.65

312.75

312.85

312.95

313.05

313.15

313.25

313.35

313.45

313.55

313.65

313.75

313.85

313.95

314.05

314.15

314.25

314.35

314.45

314.55

314.65

314.75

314.85

260.45

260.55

260.65

260.75

260.85

260.95

261.05

261.15

261.25

261.35

261.45

261.55

261.65

261.75

261.85

261.95

262.05

262.15

262.25

262.35

262.45

262.55

262.65

262.75

262.85


